
軟弱粘性土地盤改良 高真空Ｎ＆Ｈ工法

工 法 概 要

『高真空Ｎ＆Ｈ工法』は、気密シート下に気水分離タンクを設置し、軟弱地盤から吸い上げた「水と空気」を
分離することで（気水分離方式）、従来型Ｎ＆Ｈ工法に比べて高真空圧を維持します。

高真空圧を維持することで、圧密沈下速
度と、空駆動装置１台あたりの改良面積が
増大したことなどにより、以下のメリットが得
られます。

①載荷盛土工法に比べ、工費縮減、工期短
縮が図れます。

②限られた施工範囲を均質に改良すること
ができます。

③載荷盛土工法に比べて、周辺地盤への
影響を抑制することができます。

※本工法は、真空圧密技術協会で共同開発した技術です。

※本工法は、2005年度土木学会技術開発賞を受賞しました。

※本工法は、第8回国土技術開発賞（入賞）を受賞しました。

本工法は、軟弱地盤を短期間で改良する真空圧密工法『Ｎ＆Ｈ工法』を高度化し、高真空圧を維持する
ことで、改良効果を高めた工法です。

主 な 用 途
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おかげさまで、私たち鴻池組は
２０２１年で創業１５０周年


